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０
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第

五

才

子

書

施

耐

菴

水

滸

伝

 

七

十

五

巻

 

東

洋

文

化

研

究

所

雙

紅

堂

文

庫

蔵

 

請

求

記

号

 

特

 

双

紅

堂

 

小

説

 
1
2
3
-
3
2
 

 

四

帙

三

十

二

冊

、

七

十

五

巻

七

十

回

。

刊

本

。

長

澤

規

矩

也

（

一

九

〇

二

―

一

九

八

〇

）

旧

蔵

。

封

面

な

し

。

第

一

巻

の

序

の

前

に

副

葉

が

あ

り

、

墨

筆

で

表

に

は

「

清

田

君

錦

先

生

批

評

」
、

裏

に

は

「

貫

華

堂

刻

第

五

才

子

書

、

予

往

年

諸

を

中

京

ニ

獲

た

り

。

／

是

第

五

才

子

書

の

原

刻

本

に

し

て

、

伝

本

甚

だ

罕

、

／

今

影

印

本

あ

り

。

／

此

書

越

前

福

井

藩

の

清

田

絢

旧

藏

并

ニ

手

批

／

「

越

國

文

學

」

等

の

印

記

は

同

氏

の

藏

印

な

り

。
」
と

あ

る

通

り

、
本

書

は

江

戸

時

代

福

井

藩

の

儒

学

者

で

あ

る

清

田

儋

叟

せ

い

た

た

ん

そ

う

（

一

七

一

九
―

一

七

八

五

）
の

旧

蔵

書

で

あ

る

。
黄

仕

忠

氏

に

よ

る

と

、

長

澤

氏

は

一

九

二

五

年

十

二

月

に

名

古

屋

の

松

本

書

店

で

本

書

を

購

入

し

、

一

九

五

一

年

に

東

京

大

学

東

洋

文

化

研

究

所

に

譲

渡

し

た

と

の

こ

と

で

あ

る

。

 

縦

二

十

六

・

〇

㎝

×

横

十

七

・

〇

㎝

。
巻

首

題
「

第

五

才

子

書

施

耐

菴

水

滸

傳

卷

之

幾

／

聖

歎

外

書

」
。

 

左

右

双

辺

、

有

界

、

毎

半

葉

八

行

、

行

十

九

字

、

注

小

字

双

行

、

眉

批

行

三

字

。

版

心

は

白

口

、

単

白

魚

尾

、
上

部

に

は
「

第

五

才

子

書

」
、
中

央

に

は

巻

数

、

回

目

名

、

葉

数

、

下

部

に

は

「

貫

華

堂

」

と

あ

る

。

内

框

は

縦

十

九

・

三

㎝

×

横

一

三

・

〇

㎝

。

 

各

冊

の

収

録

内

容

は

以

下

の

通

り

で

あ

る

。

 

・

第

一

冊

…

巻

一

〜

三
（

序

、
宋

史

綱

、
宋

史

目

、

読

第

五

才

子

書

法

）

 

・

第

二

冊

…

巻

四

〜

六

（

施

耐

庵

原

序

、

楔

子

、

第

一

回

）

 

・

第

三

冊

…

巻

七

〜

八

（

第

二

〜

三

回

、

以

下

省

略

）

 

・

第

四

冊

…

巻

九

〜

十

一

 

・

第

五

冊

…

巻

十

二

〜

十

三

 

・

第

六

冊

…

巻

十

四

〜

十

六

 

・

第

七

冊

…

巻

十

七

〜

十

九

 

・

第

八

冊

…

巻

二

十

〜

二

十

一

 

・

第

九

冊

…

巻

二

十

二

〜

二

十

三

 
・

第

十

冊

…

巻

二

十

四

〜

二

十

五

 

・

第

十

一

冊

…

巻

二

十

六

〜

二

十

七

 

四
十
七



・

第

十

二

冊

…

巻

二

十

八

 

・

第

十

三

冊

…

巻

二

十

九

〜

三

十

一

 
・

第

十

四

冊

…

巻

三

十

二

〜

三

十

四

 

・

第

十

五

冊

…

巻

三

十

五

〜

三

十

六

 

・

第

十

六

冊
…

巻

三

十

七

〜

三

十

八

 

・

第

十

七

冊

…

巻

三

十

九

〜

四

十

 

・

第

十

八

冊

…
巻

四

十

一

〜

四

十

二

 

・

第

十

九

冊

…

巻

四

十

三

〜

四

十

四

 

・

第

二

十

冊

…

巻

四

十

五

〜

四

十

六

 

・

第

二

十

一

冊

…

巻

四

十

七

〜

四

十

八

 

・

第

二

十

二

冊

…

巻

四

十

九

〜

五

十

 

・

第

二

十

三

冊

…

巻

五

十

一

〜

五

十

三

 

・

第

二

十

四

冊

…

巻

五

十

四

〜

五

十

五
 

・

第

二

十

五

冊

…

巻

五

十

六

〜

五

十

七

 

・

第

二

十

六

冊

…

巻

五

十

八

〜

巻

五

十

九

 

・

第

二

十

七

冊

…

巻

六

十

〜

六

十

一

 

・

第

二

十

八

冊

…

巻

六

十

二

〜

六

十

四

 

・

第

二

十

九

冊

…

巻

六

十

五

〜

六

十

六

 

・

第

三

十

冊

…

巻

六

十

七

〜

七

十

 

・

第

三

十

一

冊

…

巻

七

十

一

〜

七

十

二

 

・

第

三

十

二

冊

…

巻

七

十

三

〜

七

十

五

 

印

記

は

全

部

で

九

種

見

ら

れ

る

。

 

・
「

東

洋

文

化

研

究

所

圖

書

」
（

現

蔵

者

）

…

全

帙

中

蓋

裏

、

全

冊

第

一

葉

 

・
「

雙

紅

堂

」
（

同

前

）

…

全

冊

第

一

葉

表

 

・
「

士

倫

曾

藏

」
（

長

澤

規

矩

也

）

…

全

冊

第

一

葉

 
 

 

表

 

・
「

規

」
（

同

前

）

…

第

一

〜

三

冊

第

一

葉

表

 

・
「

靜

盦

」
（

同

前

）

…

第

一

冊

副

葉

裏

 

・
「

越

國

文

學

」
（

清

田

儋

叟

）

…

第

一

・

十

八

冊

第

一

葉

表

 

・
「

清

絢

之

印

」
（

同

前

）

…

第

一

・

九

・

十

五

〜

三

十

二

冊

第

一

葉

表

 

・
「

君

錦

」
（

同

前

）

…

第

一

・

九

・

十

五

〜

三

十

二

冊

第

一

葉

表

 

・
「

播

磨

清

氏

藏

書

」
（

同

前

）

…

第

一

冊

第

十

三

葉

表

 

 
本

書

は

帙

（

無

双

帙

）

に

収

め

ら

れ

る

。

中

蓋

表

に

は

「

君

錦

先

生

／

名

ハ

珣

儋

叟

ト

号

ス

龍

洲

ノ

庶

子

北

海

ノ

弟

ナ

リ

／

越

藩

ノ

文

學

ト

ナ

ル

孔

雀

樓

主
四
十
八



人

ト

号

ス

／

著

述

／

孔

雀

樓

筆

記

 

孔

雀

樓

文

集

 
藝

苑

談

／

萟

〔

執

筆

者

注

：

藝

〕

苑

譜

」

と

墨

筆

で

書

か

れ

て

い

る

。「

龍

洲

」
と

は

江

戸

時

代

福

井

藩

の

儒

学

者

・

伊

藤

坦

庵

の

養

子

で

あ

り

、

儋

叟

の

父

で

あ

る

伊

藤

（

本

姓

清

田

）

龍

洲

を

指

す

。
「

北

海

」

と

は

龍

洲

の

第

二

子

・

江

村

北

海

の

こ

と

で

あ

る

。

清

田

儋

叟

の

詳

細

に

つ

い

て

は

後

述

す

る

。

 

 

『

水

滸

伝

』

諸

版

本

は

、

描

写

が

詳

細

な

「

文

繁

本

」

系

統

と

、

描

写

が

簡

略

化

さ

れ

た

「

文

簡

本

」

系

統

と

に

大

別

さ

れ

、

さ

ら

に

文

繁

本

諸

版

本

は

さ

ら

に

百

回

本

、

百

二

十

回

本

、

七

十

回

本

の

順

に

出

現

し

た

と

さ

れ

る

。

本

書

は

そ

の

中

の

七

十

回

本

に

あ

た

る

。

七

十

回

本

は

明

末

清

初

の

金

聖

嘆

（

一

六

〇

八

―

一

六

六

一

）

が

大

量

の

評

語

を

附

し

て

編

纂

し

た

も

の

で

、
「

金

聖

嘆

本

」

と

も

呼

ば

れ

る

（

本

稿

で

は

以

下

、
こ

の

呼

称

を

用

い

る

）
。
金

聖

嘆

は

古

今

の

文

の

中

か

ら

、
『

荘

子

』
・
『

離

騒

』
・
『

史

記

』
・

杜

詩

・
『

水

滸

伝

』
・
『

西

廂

記

』

を

高

く

評

価

し

、
「

才

子

書

」

と

称

し

た

。

金

聖

嘆

本

の

書

名

に

「

第

五

才

子

書

」

と

あ

る

の

は

そ

の

た

め

で

あ

る

。

 

 

長

澤

氏

は

副

葉

の

題

記

の

ほ

か

、
「

続

梧

蔭

清

話

」

で

も

本

書

を

金

聖

嘆

本

の

原

刻

本

と

す

る

記

述

を

残

し

て

い

る

。

そ

の

真

偽

に

関

し

て

、

書

誌

学

者

・

孫

楷

第

（

一

八

九

八

―

一

九

八

六

）

氏

の

『

日

本

東

京

及

大

連

圖

書

館

所

見

中

國

小

説

書

目

提

要

』

の

記

述

を

は

じ

め

と

し

て

、
否

定

的

な

見

解

は

見

ら

れ

な

い

。

た

だ

し

長

澤

氏

「

家

蔵

中

国

小

説

書

目

」

に

は

「

序

目

缺

」

と

の

説

明

が

見

え

、

実

際

の

状

態

と

矛

盾

す

る

点

に

つ

い

て

は

疑

問

が

残

る

。

 

金

聖

嘆

本

の

影

印

本

の

う

ち

最

も

早

い

も

の

は

、

一

九

三

四

年

に

劉

復

（

一

八

九

一

―

一

九

三

四

）

氏

旧

蔵

本

を

底

本

と

し

て

上

海

中

華

書

局

が

出

し

た

『

影

印

金

聖

嘆

批

改

貫

華

堂

原

本

水

滸

伝

』
（

以

下

、

劉

復

本

）

で

あ

る

。

封

面

に

は

「

影

印

金

聖

嘆

批

改

貫

華

堂

原

本

水

滸

傳

」
、
扉

に

は
「

貫

華

堂

原

本

／

金

聖

嘆

七

十

一

回

水

滸

傳

／

上

海

中

華

書

局

影

印

」

と

あ

る

。

馬

蹄

疾

氏

は

劉

復

本

の

底

本

は

貫

華

堂

本

の

「

二

刻

本

」

だ

と

す

る

が

、

氏

岡

氏

は

馬

氏

の

考

察

に

は

反

駁

の

余

地

が

あ

る

と

し

、

さ

ら

に

劉

復

本

に

は

版

面

の

割

れ

を

修

正

し

た

形

跡

が

見

ら

れ

る

と

述

四
十
九



べ

る

。

 

現

在

通

行

し

て

い

る

金

聖

嘆

本

の

影

印

本

は

一

九

七

五

年

に

中

華

書

局

が

刊

行

し

た

『

第

五

才

子

書

施

耐

庵

水

滸

伝

』

で

あ

る

。

封

面

に

は

「

金

閶

貫

華

堂

古

本

／

葉

瑤

池

梓

行

」

と

あ

る

が

、
「

出

版

説

明

」

で

底

本

に

つ

い

て

の

情

報

は

な

く

、
「

今

回

の

縮

刷

は

、

崇

禎

十

四

年

（

一

六

四

一

年

）

貫

華

堂

刻

本

を

底

本

と

す

る

」
と

あ

る

の

み

で

あ

る

。
馬

氏
『

水

滸

書

録

』

に

は

北

京

大

学

図

書

館

に

葉

瑤

池

刊

行

本

が

所

蔵

さ

れ

て

い

る

（

以

下

、

葉

瑤

池

本

）

と

記

載

さ

れ

て

い

る

。

氏

岡

氏

や

小

松

謙

氏

は

封

面

の

「

葉

瑤

池

」

な

ど

を

根

拠

に

、

中

華

書

局

影

印

本

の

底

本

は

こ

の

葉

瑤

池

本

で

あ

ろ

う

と

推

定

す

る

。

 

氏

岡

氏

は

中

華

書

局

影

印

本

に

も

劉

復

本

と

同

様

の

割

れ

の

特

徴

が

認

め

ら

れ

る

こ

と

か

ら

、

葉

瑤

池

が

貫

華

堂

か

ら

版

木

を

譲

り

受

け

、

補

修

の

上

で

後

印

本

を

刊

行

し

た

の

だ

ろ

う

と

推

測

す

る

。

一

方

で

小

松

氏

は

、

本

書

に

封

面

が

な

い

た

め

本

書

が

葉

瑤

池

本

と

同

版

で

あ

る

可

能

性

も

残

り

、

さ

ら

に

葉

瑤

池

が

金

聖

嘆

本

原

刻

の

刊

行

者

で

あ

る

可

能

性

も

否

定

で

き

な

い

と

す

る

。

 

 

本

書

の

旧

蔵

者

で

あ

る

清

田

儋

叟

は

江

戸

時

代

の

儒

学

者

で

あ

る

。
名

は

絢

、
字

は

君

錦

、
号

は

儋

叟

・

孔

雀

楼

な

ど

で

あ

る

。

大

儒

で

あ

る

伊

藤

坦

庵

を

祖

父

、

伊

藤

龍

洲

を

父

と

し

、

長

兄

の

伊

藤

錦

里

、

次

兄

の

江

村

北

海

と

と

も

に

「

伊

藤

の

三

珠

樹

」

と

称

さ

れ

た

。

皆

川

淇

園

ら

と

親

交

が

あ

り

、

本

書

の

帙

に

書

か

れ

た

「

名

ハ

珣

儋

叟

ト

号

ス

」

以

下

の

記

載

は

全

て

皆

川

淇

園

『

日

本

諸

家

人

物

誌

』

巻

二

か

ら

の

引

用

で

あ

る

。

 

儋

叟

は

中

国

白

話

小

説

、

と

り

わ

け

『

水

滸

伝

』

を

愛

読

し

、

本

書

に

は

全

篇

に

わ

た

っ

て

大

量

の

書

入

れ

が

見

ら

れ

る

。

儋

叟

は

淇

園

か

ら

借

り

た

金

聖

嘆

本

を

携

え

て

、

五

年

も

の

間

各

地

を

移

動

し

、

帰

京

し

た

の

ち

に

善

本

一

部

を

求

め

た

と

い

う

。

中

村

幸

彦

氏

は

こ

の

善

本

こ

そ

が

本

書

で

あ

ろ

う

と

推

測

す

る

。

彼

の

『

水

滸

伝

』

批

評

は

こ

の

五

年

間

（

宝

暦

三

〜

八

年

）

で

行

わ

れ

た

と

さ

れ

る

。

実

際

、

例

え

ば

第

十

三

回

第

三

葉

裏

に

は

「

寶

曆

戊

寅

之

夏

」
、

つ

ま

り

宝

暦

八

（

一

七

五

八

）

年

夏

と

の

書

入

れ

が

五
十



見

ら

れ

る

。

儋

叟

に

よ

る

『

水

滸

伝

』

批

評

の

内

容

は

門

下

の

高

田

維

亨

に

よ

っ

て

記

録

さ

れ

、『

水

滸

伝

批

評

解

』

と

し

て

今

に

伝

わ

る

（
『

唐

話

辞

書

類

集

』

第

三

集

収

録

）
。

 

 

儋

叟

の

批

評

に

関

し

て

、

中

村

氏

は

「

彼

の

文

学

評

は

当

時

と

し

て

は

進

歩

し

た

も

の

で

あ

っ

て

、

お

そ

ら

く

彼

我

を

合

せ

て

水

滸

伝

研

究

史

に

特

筆

す

べ

き

評

論

で

あ

る

」

と

高

い

評

価

を

与

え

て

い

る

。

彼

の

小

説

論

は

金

聖

嘆

と

同

様

に

史

学

的

視

点

を

取

り

入

れ

た

も

の

で

あ

る

。

金

聖

嘆

評

に

対

し

て

は

、

 

 

評

得

妙
（

素

晴

ら

し

い

批

評

で

あ

る

）
：

第

十

四

回

第

六

葉

裏

 

 

評

得

亦

神

妙

（

抜

群

に

す

ぐ

れ

た

批

評

で

あ

る

）
：

第

二

十

回

第

十

六

葉

表

 

 

聖

歎

具

眼
（

聖

嘆

は

眼

力

を

備

え

て

い

る

）
：

第

六

十

三

回

第

十

一

葉

表

 

 

の

よ

う

な

、

金

聖

嘆

評

を

称

賛

す

る

書

入

れ

が

散

見

さ

れ

る

。

一

方

で

、

儋

叟

と

金

聖

嘆

は

拠

っ

て

立

つ

思

想

が

異

な

る

こ

と

も

あ

り

、

次

の

よ

う

な

批

判

的

な

評

語

も

多

い

。

 

 

夫

人

皆

能

解

了

聖

歎

謬

矣

（

そ

も

そ

も

人

々

は

み

な

聖

嘆

が

誤

っ

て

い

る

こ

と

を

理

解

で

き

る

） 

：

第

三

十

五

回

第

八

葉

表

 

 

聖

歎

釈

義

謬

矣
（

聖

嘆

の

解

釈

は

誤

り

で

あ

る

） 

：

第

三

十

七

回

第

八

葉

表

 

 

評

得

唧

噥

可

厭

（

評

が

文

人

気

取

り

で

忌

々

し

い

）
：

第

十

六

回

第

十

六

葉

表

 

 

『

水

滸

伝

』

批

評

を

通

し

て

完

成

し

た

儋

叟

の

小

説

理

論

は

、

儋

叟

自

身

に

よ

る

『

源

氏

物

語

』

批

評

に

応

用

さ

れ

た

だ

け

で

な

く

、

淇

園

と

そ

の

弟

・

富

士

谷

成

章

の

賛

同

も

受

け

、

滝

沢

馬

琴

に

も

影

響

を

与

え

た

と

い

う

こ

と

が

、

中

村

氏

な

ど

に

よ

っ

て

指

五
十
一



摘

さ

れ

て

い

る

。

以

上

の

点

か

ら

考

え

て

も

、

中

国

に

お

け

る

白

話

小

説

批

評

理

論

の

日

本

で

の

受

容

と

発

展

を

分

析

す

る

う

え

で

も

、

儋

叟

の

小

説

理

論

を

解

明

す

る

価

値

は

大

き

い

と

い

え

よ

う

。

 

（

石

川

就

彦

）

 

 

〔

参

考

文

献

〕

 

南

山

道

人

纂

述
・
皆

川

淇

園

閲
『

日

本

諸

家

人

物

誌

』

巻

二

、

須

原

茂

兵

衛

ほ

か

、

一

八

〇

〇

年

 

（

h
t
t
p
s
:
/
/
b
o
o
k
s
.
g
o
o
g
l
e
.
c
o
.
j
p
/
b
o
o
k
s
?
i
d
=

W
X
v
y
9
g
R
f
z
E
A
C
&
p
r
i
n
t
s
e
c
=
f
r
o
n
t
c
o
v
e
r
&
h
l
=
j
a

&
s
o
u
r
c
e
=
g
b
s
_
g
e
_
s
u
m
m
a
r
y
_
r
&
c
a
d
=
0
#
v
=
o
n
e
p
a

g
e
&
q
&
f
=
f
a
l
s
e

〔

二

〇

二

四

年

一

月

十

五

日

最

終

閲

覧

〕
）

 

孫

楷

第

『

日

本

東

京

及

大

連

圖

書

館

所

見

中

國

小

説

書

目

提

要

』

国

立

北

平

図

書

館

中

国

大

辞

典

編

纂

処

、

一

九

三

一

年

 

中

村

幸

彦

ほ

か

校

注
『

近

世

随

想

集

 

日

本

古

典

文

学

大

系

9 6
』

岩

波

書

店

、

一

九

六

五

年

 

古

典

研

究

会

『

唐

話

辭

書

類

集

』

第

三

集

（
『

水

滸

伝

批

評

解

』
）
、

汲

古

書

院

、

一

九

七

〇

年

 

中

村

幸

彦

『

中

村

幸

彦

著

述

集

』

第

一

巻

（

九

「

隠

れ

た

る

批

評

家

―

清

田

儋

叟

の

批

評

的

業

績

―

」
）

中

央

公

論

社

、

一

九

八

二

年

〔

初

出

は

『

中

国

文

学

報

』

第

四

冊

、

京

都

大

学

中

国

文

学

会

、

一

九

五

六

年

四

月

。

の

ち

、『

近

世

文

藝

思

潮

攷

』

岩

波

書

店

、

一

九

七

五

年

〕

 

中

野

三

敬

『

近

代

藏

書

印

譜

 

初

編

 

日

本

書

誌

學

大

系

4 1
（

１

）
』

青

裳

堂

書

店

、

一

九

八

四

年

 

中

村

幸

彦

『

中

村

幸

彦

著

述

集

』

第

七

巻

（

第

四

章

「

水

滸

伝

と

近

世

文

学

」
）
中

央

公

論

社

、
一

九

八

四

年

 

日

本

古

典

文

学

大

辞

典

編

集

委

員

会

『

日

本

古

典

文

学

大

辞

典

』

第

三

巻

、

岩

波

書

店

、

一

九

八

四

年

 

長

澤

規

矩

也
『

長

澤

規

矩

也

著

作

集

』

第

一

巻

（
「

續

梧

陰

清

話

」
）
、

汲

古

書

院

、

一

九

八

五

年

 

長

澤

規

矩

也
『

長

澤

規

矩

也

著

作

集

』

第

五

巻

（
「

家

藏

中

國

小

説

書

目

」
）
、

汲

古

書

院

、

一

九

八

五

年

 
馬

蹄

疾

『

水

滸

書

録

』

上

海

古

籍

出

版

社

、

一

九

八

六

年

 

五
十
二



張

小

鋼

「

金

聖

嘆

文

学

批

評

の

成

立

」

博

士

学

位

論

文

、

一

九

九

六

年

十

一

月

 
黄

仕

忠

『

日

本

所

藏

中

國

戲

曲

文

獻

研

究

』

高

等

教

育

出

版

社

、

二

〇

一

一

年

 

氏

岡

眞

士

「

七

十

回

本

《

水

滸

》

的

〝

原

刻

本

〟

和

〝

坊

本

〟

」『

信

州

大

学

人

文

科

学

論

集

』
第

三

号

、

二

〇

一

六

年

三

月
 

鄧

雷

『
《

水

滸

伝

》

版

本

知

見

録

』

鳳

凰

出

版

社

、

二

〇

一

七

年

 

小

松

謙

『

水

滸

傳

と

金

瓶

梅

の

研

究

』

汲

古

書

院

、

二

〇

二

〇

年

 

 
 

五
十
三
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